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今
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■２面 ニュース／埼玉
県虐待禁止条例改正案撤
回 ■３面 読者／まん
が／乱楽 ■４～５面
刑法改正ポイントと課題
／女性 働く／ホット
■６面 食事情／子育て
相談／時事 ■７面 新婦人活動／母の歴史

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです

●おつとめ品をねらって買
い物。７歳と13歳の子ども
に牛乳も買えず、私は子ど
もの残りを食べる日々。こ
の先、生きていけるのか不
安（34歳）
●年金の振り込み、1000円
減っていた。野菜も肉も何

もかも値上がり。生活に必
要なことを削るばかりのこ
の国、情けない（71歳）
●冬の電気代月10万円が恐
ろしい。住宅ローン、高校学
費…お金がいることばかり
で途方に暮れている（47歳）
●隔週で来るパン屋さんが

10月からの再値上げを、申
し訳なさそうに言ってき
た。国の生活支援策に不満
が募る（76歳）
●大学生と高校生の学費が

年230万円、貯金が底をつ
きそう。大病した私が働く
か。将来が不安だらけ（56
歳）
●物価高、諸経費節約で冷
蔵庫には何もなし。ただ息
をして寝ている生活では活
力がでない。物価上昇分の

消費税税収分を庶民に還元
せよ、軍事費にさらっと出
すのもおかしい（72歳）
●「ミサイルよりケア」「増
税より賃上げ」は当たり前
の願い。声をあげる人、仲
間が増えれば、社会は健全
になると思う（68歳）
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1957年東京生まれ。多くのメディア

に出演し、著書多数。近著に『ザイム

真理教』（三五館シンシャ）
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